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新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会

第 48回 定 期 大 会 に 臨 ん で

大会実行委員長 深見 洋子 (高 7回)

平成 17年 6月 4日 、松高東京同窓会が48回目の定

期大会を迎える時に当り、過去の大会が走馬灯の様に想

い出され、感無量の想いを禁じえません。

早いもので、私がこの東京同窓会に初めて出席してか

ら既に、20数年も経ってしまいました。あの頃、私の

目には諸先輩方がみんな素適で、ご立派に映り、心から

感服したものです。そして、やがては私も先輩方のよう

に人様に対し、あのような素適な印象を与えられる人物

になれるのかしら? と思つたものです。

当時は、特別なイベント等は何も無くて只、それぞれ

集まって旧交を温め、歓談して居たと云う感想を持ちま

した。出席者は殆ど旧中卒の方々ばかりで、司会を高卒

の人が担当していました。

時を経て、出席者は何時の間にb洲 高校卒中心とな

り、会報発行、会則の制定と内容が整備され形も整って

参りましたЭ然しながら、当初は斬新な企画や行事も、

時と共にマンネリ化は免れず、

近年はますます停滞気味に

なり始めています。

それでも、大会開催までに数回の役員会を開き、何と

か魅力のあるものにして、大勢の会員の方々に参加して

頂けるよう頭を悩ませ、議論を繰り返しながら計画を練

り、何とか当日に漕ぎ付けておりますЭ

ここで、皆様方にお願いがあります。皆様はどの様な

会を望んでいらっしゃいますか?どんな思いでご出席下

さつているのでしょうか、忌陣のないご意見をお聞かせ

願えれば幸いに存じます。そして、からつと新鮮な楽し

い「集い」にしたいものと心から願っております。

皆様方の絶大なるご協力を賜りますよう切にお願い申し

上|ずる次第ですこ

今回、お忙しい中をご出席賜りました皆様に心底より

御ネL申 し上|ずます[誠に有難うございましたこ

新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会

第 48回 定 期 大 会 プ ロ グ ラ ム (敬称 略 )

日時 平成 17年 6月 4日 (土)正午開催   会場 高田馬場駅際ビッグボックス9F「アルファ」

第一部 総 会  ―― 司会・進行 澤出 赳允(高 6回 )、 高岡 五百子(高 12回)――

1 開会の言葉・・・・・・ 0・ ・・・・ 。・・・・・・・・・ 実行委員長 深見 洋子

2 東京同窓会長挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 会長 佐イ白 益一

3 村松高校同窓会長挨拶・・・・・・・・・・ 。・・・・・・・・・ 会長 伊藤 淳一

4 村松高等学校長挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 校長 水茎 芳英

5 平成 16年度委員会活動報告

(1) 総務委員会・・・・・・・・・・・・・・・ 00・ ・・・委員長 金子 鶴男

(2) 財務委員会・・・・・・・・・・・・・ 0・ ・ 0・ ・・・委員長 塚田 勝

○会計監査報告・・ 0・ ・・・・・ 0000000・ ・・監 事 佐久間英輔

(3) 広報委員会・・・・ 000・ ・・・・・・・・・ 0・ ・・委員長 大橋 貞夫

6 閉会の言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・司会者

第二部 懇親会  ―― 司会・進行 澤出 赳允(高 6回 )、 高岡 五百子(高 12回)一―

(高 7)

(旧 中27)

(高 1)

(高 5)

(高 8)

(高 6)

(高 10)
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開会の言葉・・・・・・・・・・・・・・・・ 000・ ・・・・・司会者

乾 杯・・・・・・・・ 00・ ・・・・・・・ 0・ ・・・・・・・向山 律子 (高 5)

ア トラクション・・・・・・・ (1)フラダンス  (2)佐渡おけさ

抽選会&ジャンケンゲーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・彬UII(高 2)・ 石黒 (高 9)

校歌・応援歌 00・ 00・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全 員

手締め・・ 0000・ 000・ ・・・ 00・ ・・・・・・・・・・・・冨1会長 塚田 勝  (高 8)

閉会の言葉・・ 0・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・副会長 大橋 貞夫 (高 10)
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人 の 話 に 耳 を 傾 け よ う

私は子供の時から年上の人や古老から、話を聞くのが

好きであった。世間話から始まって故事来歴のあれこれ、

硬軟取り混ぜた経験談、仕事上の知識等、根掘り葉掘り、

何でも聞いたものだ。年寄りの人は子供達にそういう話

をするのが好きなようで、囲炉裏端や陽の当る園興|な ど

で、訊かないことまでよく教えてくれたc

それが今では随分と役に立っている。知識というか常識

という力較 面に於いても話題には、 こと欠かない。

然し昨今はそんな機会は滅多になし、いや場所もなしゝ

生活環境が変わったせいか、それとも世の中、進歩しす

ぎたのか、遺感に思う。

そう言う私も何時の間にか年寄りの域に入つてしまい

余命は少ない。年長者や先輩から教えてもらったことを

後輩に伝え、教えてゆくことが大切であり、また伝統で

なければならぬと′思っている。

夫々の機会を得て話そうと思っていたが、これは間違

いであった。これは自分から進んで話すことではなく、

人から訊かれて話すことだと悟った。講演や講義を依頼

されて話をするのとは訳が違うからである。

今の人達は自我が強いのか、中々耳を傾けてくれようと

しないのが残念である。然し、これから伸びようとする

若者や企業の中心にいる人達はよく話を聞いてくれる。

また寄ってもくるし、教えられることが多しЪ

子供の時から土木工事の監督になりたいと憧れていた。

卒業後、工科へ進み一応、土木の技術は修めた。然し、

これはあくまでも机上の学問で現場に於ける知識は全く

無かった。そして戦後、会社の下請けの飯場 (労務者の

宿舎)へ焼酎をぶら下げて行つて土方連中と話をした。

東京同窓会長 佐伯 益一 (旧 中27)

喜んで蘊蓄を傾けて次から次へと、穴の掘り方からコン

クリー トの練り方まで語つてくれた。ひまがあれば何度

も行った。また人生勉強も出来た。 これが、その後の

設計や積算、現場指導に大いに役立った。

人は生きている限り、色々の会議や集会に出る。

役目がら、打合せや会議に出席するが、議長役や司会者

の不手際もあろうが、時間が掛かり過ぎているようだD

人の発言中に口を挟む人も多いし、前の発言者の意見を

1合も自分の意見であるかの如く重ねて発言し会議がダラ

ダラと続く場面が多く、笑いも出ないcそ して中々結論

に達しない。人の話には静力ヽ こ耳を傾けていれば、要点

も掴み易いし、適確な判断も出来る。その為、発言者は

簡潔にものを言うべきだというのが私の主張である。

表題に「人の話に耳を云々」と書いたが、大でも猫で

も、凡ゆる動物が人間に向つて常に語りかけているとい

うことを計 Lてはならない。

さて此処で話を変える。

本年 6月 に東京同窓会第48回目の大会が開かれる。

会報の発行も今回で第39号となるのは立派であり、喜

びに堪えない。担当役員諸氏の努力1割 したい。

多くの方に会えるのは楽しみであるが、永年お付き合

いのあつた先輩諸兄が少なくなってきているのはなんと

しても寂しし、私も老齢の域に達し体も不自由になつた。

過去何回か理由を述べて辞任を申し出たが聞き入れて貰

えなかった。会長職は22年を超え、言いたい事は言い、

書くべき事は全部書き尽くし、やろうとした事も全部や

つてきた。思い残すことはなし、

正に世代交代の時期にきている。耳を傾けて欲しし、

忘 れ 物

今井 孝宏 (高 10回 )

一月、数十年ぶりで村松を訪れた。その一週間前から

天気予報をみて大雪を予想し、完全武装で出かけたが、

あにはからんや田畑に多少の雪はあるものの街中はから

からで拍子抜けする。

楽しみにしていた新測駅ホームの立ち食い蕎麦は姿を

消し、田回の中の一本道であった五泉新道はすっかり市

街地と化し、もとより蒲原鉄道の電車が走っている筈も

なく、時代の変化をまざまざと見せ付けられた想いであ

つた。まあ、それも致し方ないことであろう。

しかし、城川の土手から西山を望んで愕然とした。な

んと、かっては田の畦道に点々と見えたハザ本はすつか

り無くなり、其処ここの屋敷森も姿をとどめず、川岸が

欝蒼と茂つていた五分一川は只の用水路となつて西山の

麓までのっぺらぼうであった。

松高生の頃より今まで “村松"は蒲原平野のドン詰り

にありこれと云つた産業も無く、観光を売物にする程の

メジャーな景勝地でもない。僅力ヽ こ早出川の渓流が隠れ

た財産であつたものが、これも上流にダムが出来て見る

影も無くなったと聞けば、そこに暮らす人々の人`晴の濃

やかさ等はさて置き、とても県内外から人を呼び、例え

新潟市のベッドタウン化してでも町そのものの存在価値

を他に知らしめることは出来ないであろうと思つていた。

しかし、しかしであった。大蒲原の田回の真ん中から

東を見て吃驚した。大パノラマ !管名岳を中央にして左

に五頭山・菱ヶ岳、遠くかす力ヽ こ飯豊連峰、右側は銀次

郎、青里岳などの河内山塊を挟んで名峰白山、更に一寸

顔を出している粟ヶ岳と白く雪化粧した山々がずらりと

勢揃いしているではないた 子供の頃から見ていた筈だ

が全く記慮に無い程の新鮮な驚きと感動であつた。

そうだ吾が故里にはこれがあつたのだ !

これこそが吾が村松の財産だと今更ながら気がついた。

その夜、奥方の手料理で車数の煮物を肴に、年老いた

級友と至福の一献を交わした。

美味圧巻は翌朝の車なとジャガイモの味噌汁。

凰童るたたの

“
6↓の表にいまだね彗Jミるや



凌bり う とヾ う ご「選ドし ま` ヒフヒ

C平成 16年度・会費納入された方々 (敬称略)

◎旧中の部 (23名 )

相田忠亮、相田和平、五十嵐一郎、板垣文平、伊藤勇五

伊藤達郎、伊藤秀男、遠藤 1贋、亀嶋 謙、笠原健二郎

黒井伊作、熊倉 悟、斉藤和男、佐伯益一、 佐藤豊夫

寺田徳隣、成海正弘、西山荘平、松尾 貢、 武藤二郎

矢部五郎、横松宏平、吉田公男

◎高校男子の部 (107名 )

青木 猛、青木敏和、浅井昭男、新井康夫、 「酷5 勇
安部 賞、伊藤 薇、伊藤和賢、石黒四郎、 石川 滋

今井敬弥、大島惣四郎、大西範孝、大橋貞夫、大橋秀雄

小笠原一憲、岡村嘉志、笠原静夫、梶屋庄佑、加藤喜七

加藤清治、笠原大四郎、金子鶴男、金子健二、亀山知明

川合敏男、り1困莞爾、神田弘毅、べヽ 政海、 木村安雄

熊倉富次、雲村俊瞳、郡司正文、実1時常泰、 小池生夫

小出博三、工 幸雄、小日山芳栄、/JW「 実、近藤英洋

近藤尚志、近藤洋輝、斉藤正義、酒井俊昭、佐久間英輔

篠川恒夫、佐々木秀和、佐藤栄治、佐藤 克、佐藤 赳

澤井 昭、佐々木秀三、沢出赳允、鈴木健司、鈴木忠雄

鈴木輝雄、鈴木多喜男、下野文幹、新保 優、杉本方雄

関塚 豪、瀬倉 薫、瀬倉武志、田代信雄、 高岡雄三

高久貞夫、滝沢信喜、高地 彰、高地 勝、 高山幹雄

塚田 勝、土田 猛、坪谷次郎、弦巻一郎、 弦巻 等

鶴巻流三、中川善隆、中村雅臣、中山 健、 二官文三

長谷川五郎、長谷川吾一、長智 |1宏一、長智 1梓扶

根本俊夫、羽賀道信、月賠膠 台、羽田清之輔、原田 実

廣田達衛、堀 直昭、松尾正春、松田輝夫、 間藤謙■

丸山貞次、湊 久直、宮沢正由、村川恭平、 本Nll ll忠司

目黒義二、人木又一郎、簗取正道、山崎輝雄、山崎豊吉

山田俊治、吉井 清、渡辺人郎

◎旧高女の部 (14名 )

石井洋子、一氏愛子、内田道子、大井淑子、大橋玉枝

小林早月、佐藤 治、佐藤玲子、新保清子、鈴木節子

田村ミツエ、中野松葉、藤崎 トヨ、前 ||れい子

◆平成 15年度分会費納入者名

嬬 難

◆平成 17年度分会費諦 脇

高岡雄三、松田輝夫

◎高校女子の部 (50名 )

安達繁子、阿部ミサ子、荒井るり子、安中克子、Mヽヽ幸

五刊気ノυ漁 ラ畑詳・ミ、理 辞 、脂 ツエ、緒力好

緒形美恵子、同罫ユキ、′lW民幸子、風岡智鶴子、片柳ムツ

神田正子、木村孝子、小島典子、近藤燦子、 雑賀和子

斎藤英子、斎藤弘子、佐ク、間順子、佐藤綾子、佐藤人重

佐々木恵美、白石キヨ、鈴木則子、高尾桂子、出ロテル

高岡五百子、田川百合子、高浜つる子、滝沢美恵子

寺山征子、徳永道子、中島和子、中村エツ、波多ミサエ

馬場淑子、樋口綾子、深見洋子、升本久子、 松本知子   ▼
真水道子、向山律子、宮腰ヨイ、山西愈佐子、横溝田鶴

1嚇辺厚子

平成 16年 度会費納入者数

男子=130名 女子=64名 合計=194名

C平成16年度・寄付された方々 (敬称略)

◎男子の部 (7名 )金額 =30,500円
10,000円  竹谷十三丁

7,000円  今井敬弥

3,000円  松尾正春

2,000円  木村貞一、小日山芳栄

西山荘平、武藤二郎、横松宏平

500円  山田俊治

◎女子の部 (3名 )金額 =6,OOO円
2,000円  緒方康子、新保清子、横溝田鶴

合計 12名   金額 36,500円

お 原頁い

住所等の変更があつた場合、または変更のご予定がある

方は速や力ヽ こ事務局までご連絡をお願い申し上げます。

事務局   〒157-0061

東京都世田谷区北烏山3-18-20

八木 又一郎 方

Tel&Fax  03-3307-1048



平 成 ■ 6年 度 会 計 収 支 決 算 書

(平成 16年 4月 1日 より平成 17年 3月 31日 )

新潟県立村松高等学校 東京同窓会

収 入 の 部  (単位 :円 ) 支 出 の 部 鮮職 :D

特別会計

第47回大会収入(No38既幸D       717, 000
大会残金               96,039

特別会計

第47回大会支出(No38既幸D   634,707

一般会計 一般会計

① 平成 16年度 会費

男子 130名 390,000

女子  64名  192,000

言+   194名 ×4降頂 (3,000)

平成 15年度 会費

女子   1名  3,000

平成 17年度

男子   2名  6,000

平成 16年度 寄付金

男子   9名  30,500

女子   3名  6,000

利子

582, 000

3, 000

6, 000

36. 500

②

③

④

⑤

72①

②

会議費

鰯壽考≧ 広報委員会)

会報発行費 (年 2回 )

編集費

N037印刷費 (500)

同発送費

N038印刷費 (500)

同発送費

封筒 (含印刷費)

宛名シール

印刷・通信費

ltu手・ハガキ)

(F師 J)

一般送料 (宅配等)

絵 眼 割

現金振込手数料

県人会対応費

の日入賛助会費)

(会報購入 0送料等)

新潟中越地震義援金

慶弔費 (「ll

交際費

言櫂

(写真・交通費・消耗品)

38

396, 676

6,273

141,750

34,618

141,750

45,710

21,000

5,575

29, 930

19,000

10,930

16, 366

8, 630

1, 230

16, 875

10,000

6,875

50, 000

10, 000

6,407

14. 359

③

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑩

①

⑫

計              627,541 支出合計          622, 854
⑥ 平成 15年度から繰越      1, 084, 038

郵便貯金  1,056,459

現金     27,579
⑦ 第47回大会残金          96, 039

1又フく言+                  1, 180, 077

差 引残高        1, 184, 764

合  言+                    1, 807, 618 〈
口 計          1, 807, 618

※ 17年度会費 (重複2名)は 16年度に計上済み 17年度へ繰越の内訳

卿 望ゝ  1, 148, 006
現金        36, 758

上記の通り報告いたしま丸

上記の決算書は監査の結果、適正と認めま丸

平成 17年 5月 6日

平成 17年 5月 6日

会長・佐伯益¬① 財務委員長・塚田 勝①

会計監事・佐久間英輔① 安達繁子⑪



平 成 ■ 6年 度 東 京 同 窓 会 の 動 き

4月 24日 (J 紡誕暮会 議課 (会報 37号 )

12:30 新潟県人会館

4月 24日 (D 幹 事 会

13:30 新潟県人会館

平成 16年度大会準備

会長選出委員会設置

5月 9日 (日 )会 長 選 出 協 議 会

12:30 新潟県人会館

5月  9日 (日 )幹 事 会

14:00 新潟県人会館

大会実施細目・案内状発送 332通

6月 19日 0東 京 同 窓 会 47回 大 会

12:00 東天紅上野店

出席者総数 73人・会報配布 77通

7月  4日 (日 )幹 事 会

14:00 新潟県人会館

会報発送 221通、47回大会総括

9月  4日 (D 幹 事 会

14:00 新潟県人会館

東京同窓会の運営について

9月 25日 (J 編 鮮三ィ斜詩毒 (会報 38号 )

14:00 新潟県人会館

10月 30日 (J 薪誕襄会 議完 (会報 38号)

13:00 新潟県人会館

10月 30日 (土)

11月 17日 (水 )

12月  9日 (木 )

12月 25日 (土 )

2005年
1月 20日 (木 )

2月  5日 (Ll

2月 19日 (」

2月 26日 (ED

3月  5日 (ED

幹 事 会

14:30 新潟県人会館

会報 38号原稿を第一印昂」ヘ

総 務 委 員 会

17:00東 京ガス四谷クラブ

16年度の担当・活動について

幹 事 会

14:00 新潟県人会館

会報発送・幹事会・忘年会

総 務 委 員 会

17:00東 京ガス四谷クラブ

会員拡大。会貝け見直し,総会の件

幹 事 会

14:00 新潟県人会館

東京同窓会48回大会について

実 イ〒委 員 会  (48回大会)

11:00 BIGBOX Iアルファ」

大会会場に関する打合せ

総 務 委 員 会

17:30東 京ガス四谷クラブ

実行委員会計画案・名簿管理他

糸肩語多乗ミ
`2導

言肇議 (4当幸晨39手ナ)

13:00 新潟県人会館

万 国 産 業 成 果 大 博 覧 会

沢出 赳允 (高 6)

今年 2月 17日 、愛知県常滑市沖に中部国際空港 「セ

ントレア」が開港した。 3月 25日 から185日 間、愛

知万博「愛・地球博」が開催されている。愛知万博は、

昭和45年 (1970)大阪府吹田市千里丘陵を会場に、

アジアで初めて開催された大阪万博以来35年ぶりに日

本での「万国産業成果大博覧会」通称「万博」である。

大阪万博は77ヶ 国が参加し延べ6,422万人が入

場、万博最高を記録し、テーマ曲「世界の国からこんに

ちは」が大ヒットした。展示品ではアメリカが出展した
「月の石」に人だかり。入場料800円。

愛知万博は超伝導リニモやロボットが活躍、シベリア

で発掘されたマンモスに人気集中と力Ъ私の大阪万博の

思い出は「猛暑の中での長蛇の列」…・大阪万博から35
年経て産業成果はどう進化したのか大変興味がある愛知

万博である。入場料は4,600円。

私は愛知万博が日本で三度目の万博だと思つていた。

第一回目は大阪万博、二回目が1985年のつくば博、

今回の愛知で三回目だと認識していた。

ところが愛知万博で二回目だという。つくば博は万博で

はないことが分かった。つくば博の正式な名称は「つく

ば科学技術博覧会」という特別博覧会であり、入場料は

2,700円であつた。

私が「つくば万博」と′思っていた理由は、つくば博覧

会開催中には国鉄 (現 JR)常磐線に「万博中央馳 (写

真)が設置され、また、駅から会場までのシャトノレ スヾ

乗り場にも「万博会場行」と表示してあったからである。

主催者が万博と表示しておきながら「万博ではなかつ

た」といわれても納得し難い。万博でないのに、なば駅

名を 防博中央的 とし、バス乗り場にも 防博会場向

と表示したのであろう力、

万博中央駅 1985.4.19



ニューイヤー・ コンサー トと地球規模の被災

今井 敬憫 (高 4)

2005年元旦、私達夫婦はウイーンのMusikverein(楽

友協会)の大ホールに居て、ニューイヤーコンサー トが

始まる午前 11時 15分を待った。協会正面には右側にウ

イーン市観光課が定めた歴史的意義のある建物に掲げら

れる赤と自の旗の左側に、横幅約 2m縦約 10mの喪章が

掲げられていた。ホールはそう大きくもない定員 1000

人程度であろう力、 しかし、世界に知られた演奏会なの

に立見席もあるとは愉:1夫である。指定の座席はバルコン

で、階上ではあるが演奏者席まで少し遠いようだЭ

天丼には、ふくよかな女性像や無心で遊ぶ子供の絵柄が

展開し、大きく眩いようなシャンデリヤが規貝J正 しく会

場を照らしている。この会場には世界の国々から聴衆が

集まっているようで、交わされる会話はドイツ語だけで

はない。日本人もたくさんいる。おそらく、数えれば 100

人は優にいるだろう。
ロリン・マゼールさん指揮のコンサー トは定刻より少

し遅れて、ヨハン・シュトラウス 2世のインディゴ行進

曲から始まった。そして「上流階級のポルカ」と続き、
一曲が終るたびに万雷の拍手が会場からわきおこる。

ウイーン 0フィルの楽団員の演奏は、晴れやかで心地よ

く大ホールに響きわたり、ちょうど小雨だった朝の天気

を吹き飛ばし、陽光を引き寄せるように′思えた。勿論、

私たちも一曲ごとに限りなく拍手を送った。7番目の「イ

ンドの舞姫」の演奏で休憩に入る。時計は 12時を過ぎて

いる。

さして広くないロビーではワインも売られているよう

だ:暫く休んでから、第2部は喜歌劇「美しきガラテアJ

序曲から始まった。幾つかの曲目の演奏後、年末のスマ

トラ島沖大地震と大津波で被災し死亡した人達への復旧

基金へのお礼が関係国代表から述べられた。この後、マ

ゼールさんからはスマ トラ島沖大災害で東洋の人達が苦

しんでいる最中であり、例年のラデッキー行進曲の演奏

は取止める旨の発言があつた。

鍬 知のように、1278年に勃興したハブスブルク帝国

は、第一次世界大戦後の 1918年に解体されるまで 600

年間にわたリウイーンを首都に中央ヨーロッパに君臨し

てきた。18世紀、女帝として手腕をふるったマリア・テ

レジアや、その娘でフランス・ルイ 16世の后となり、フ

ランス革命の露と消えたマリー・アントワネットの名前

を知らない人は、まずいまい。栄華を誇ったこの帝国に

も19世紀の半ば転機が訪れる。1848年バリで起こった

2月 革命はウイーンに飛び火し、帝国内のイタリアのミラ

ノでも民衆が蜂起した。この時ミラノの拘王に当つたの

が、ラデッキー将軍であつた。父ヨハン 0シュトラウス

1世は、この功績を讃えてラデッキー行進曲を作曲したと

言われており、いわば皇帝支持派であつた。ラデッキー

行進曲を演奏しない趣旨は、武器により多くの民衆を鎮

圧したことにあるようである。
19番 目の曲ロポルカ・シュネル 「電気的」を終わった

後は、アンコールにより恒例の「美しき青きドナウ」が

披露された。何十回も聴いているが、やはり感銘を受け

る。最後に、マゼール さんが 日本語で “新年おめでとう

ございまず 'と挨拶 された 日寺計は既に午後 1時 15分を

廻つていた。

振 り返ると、2004年は吾が郷里でも災害が多発 した年

であった。私は現在、柏崎・刈羽原発設置許可取消訴訟

の弁護団長を仰せつかっているが、東京高裁の 2月 3日

の最終弁論にあたり、次の様に原発本質論の外に災害多

発原因論を述べた。
「1 2∞4年という年は地球規模で災害が多発した年であつた。

7月 20日 12時 58分東京の気温は39.5度に達し、1923年観測以

来史上最高記録を更新し、10月 19日から20日に力ヽ ナてわが国

に上陸した台風は10個目でこれも史上最多であり、海岸 口,硼 ‖

の堤防決壊、崖崩れ、強風等により多くの人命と家屋が失われ、

道路や鉄道の断絶をもたらし収穫直前の農産物に大きな打撃を

与えた。

柏崎市刈羽村とその周辺に住居する控訴人らの新潟県でも、7

月 13日に集中豪雨が三条市や中之島町を襲い、五十劇 ‖の左岸

が決壊して家屋が浸水し、逃げ遅れた老人を中心に多くの死者を

出す参事に見舞われた。

そして 10月 23日 17時 56分北魚沼君則日||1口 町、堀之内町、小

千谷市、長岡市を震源地とするマグニチュード7の中越大地震が

発生した。錦鯉と闘牛の里山古志本‖動 した。一時期中越地方

は陸の孤島となつた。立石証人が、関連として新潟地震 (1964

年M7.5)と善光寺地震 (1847年 M7.4)の震源域に挟まれた全長

140師 の区間が空白域として注目すべきとの証言が、今や警告の

ように感じられるのである。…中略…

更に世界に目を転ずれば、12月 26日 8時頃にインドネシア、

スマトラ島沖で発生したM9.0の巨大地震が記憶に新しい。世界

を驚力せ たのは、そのエネルギニが阪神大震災の160倍であり、

津波が・・・中略…地震発生から8時間後には60∞ キロを越えてア

フリカのソマリア、ケニアに巨大な水の壁力涯1達し、大きな被害

をもたらしたことである。…中略・・・

災害の多発は、国連のいう地球規模の気候変動が進展しつつあ

るからであり、地震や津波ひとつ取上げても、かつて人類の経験

した事の無い被害規模を想定しなければならない。」
「4 これまで述べてきたように、人工元素プル トニュウム 239

が人類に及ぼす本質的潜在的危険性とその完全な防護手段を持

ち合せていないことは、原子力安全委員会でも認めているところ

である力ヽ 地球環境の変化lこ対応する為には大量生産、大量消費、

大量廃棄の20世紀型産業から地球環境保全の21世紀型産業への

転換が必要であり、その為、国連主導の下の気候変動枠組条約国

の京者隋義 書がいよいよ批准されることになつている。

風力、太陽光発電など自然発生エネルギニを活用して原子力発

電から脱するドイッ、イタリーをはじめ、ハイブリッド車、電気

自動車の実用化と共に酸素と水素の化学反応による燃料電池が

開発、実用化されてきており、人類には大きな期待が開けてきた。
…中略…

21世紀に入つた現今、これまでに論述してきたところから原

子力発電に対する対応は一新されなければならない。裁判所は地

球環境を護り、国民の生命、身体を護るという原点に立ち返り、

単なる手続的審理方式ではなく、裁判所自体の審理口判断基準を

設定して、製錬、加工、設置 口運転、再処理、使用、廃棄の全て

に実体的審理を及ぼすべきである。」

私は 101号法廷で口頭陳述 しながら、新ためて楽友協

会の大きな喪章を思い浮かべ、三条市の大水害や中越大

地震による多くの被災者に想いを致 し、一 日も早い復旧

を願つたことだった。
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わた くしの思い出   亀山 知明 (高 3)

私の思い出……それもタイムカプセルを開けるような

青春時代のことをと云うことで、振り返つてみた。

とかく、ロマンチックなもの、懐かしいこと等になり

易いが、戦後60年、人生で言えば「譴 ヽと云う節目

に当り、私にとつて「トラウマ」のように心に残つてい

る「60年前の出来事」。昭和20年、私が12才の年、

「長岡」で遭遇した戦災についての′思い出。

夜半、空襲により焼夷弾で火に囲まれた街の中を、抜

刀した憲兵隊の兵士に導かれながら郊外の田んぼの中に

避難した時の恐に そして翌朝、街に戻つた私の目にし

た光景は、残り火と煙の立ち込める中、面影も無く焼き

尽くされた家の門々で、唯、呆然と立ち辣んでいる人々

の姿が……。

昨今、高齢者社会になつて来たと言われながらも、多

くの人が戦争による災害などは過去のこととなり、むし

ろ地震や津波、台風など自然災害に対する関心が高く、

防災も二次災害の防止、発生後の生活面への対応等に苦

慮している。これらは、どんなシミュレーションを繰り

返しても、自然相手にはパーフェクトな答えは期待出来

ず、砂上の楼閣ともなりかねなしゝ

そう言う意味では、人為的な戦争のない平和な社会で

は、それぞれが如何様にも生きられる。私のような「ト

ラウマ」を持っている者にとつては、三度と繰り返して

もらいたくない60年前の′思い出である。

力嚇 と共に、いろいろなことの味わい方が深まり、そ

して、懐かしさにどんどん満ち溢れて来るような昨今、
「60にして立つ」である。お金や物だけでなく、心、

満足、趣味などでの生きがい……そして、人として忘れ

てはならないことにもう一度目を向け、同窓会などでは

人と人との結びづき等も確認して、こころ豊にすごせる

よう努めたいと思っている。

あの先生は今 ……最後 の授業

高地 彰 (高 8回 )

青春も大分手前の少年のころ、国民学校二年生の夏、

戦争に負けた。当時、父の仕事の関係で御 ‖ヽの遼陽とい

うところに住んでいた 日本人だけ住む百軒の住宅で何

不自由なく過していた。 日本が負けた、とのニュースが

電流のように流れ、日本人住宅一帯は緊張した。

夏休み中のある日、従兄弟と「学校へ行ってみよう」と、

連れ立って向つた。歩いて20分ほどの橘国民学校の校

門をくぐり、真先に講堂に行くと、なんと御員影のある

戸袋が無残に壊され、中はがらんどう。教員室もめちゃ

めちゃに破壊されていた。教室は床板が景Jが され、机や

椅子はほとんど無し、身体中が震えた。

怖くなつて走って家に帰り、親にそのことを話すと「二

度といくな」と叱られた。暴徒が横行していたのだ。

二学期が始まっても教室が無く、住宅にお住いの女の先

生が、ご自分の部屋を教室代わりに教鞭をとられた。厳

冬の12月 も終わり頃、先生は暗い電灯の下で「二年生

の勉強を全て終わりました いつ学校が始まるか分から

ないけれど、あなたたちは三年生になれま力 と仰った。

悪夢の年が明けて昭和21年 7月 、着の身着のままで帰

国した。無事二年生になれたこ先生のその後は分からな

しゝ 毅然とした若い先生だった。生きて帰られたと信じ

て今日まで来たが一…
3

青 春 時 代 塚田 勝 (高 8)

私の青春の思いでの 1ベージ|ま野球とハンドボールが

思い出されます。野球|ま小学校4年生から始めました。

その頃は用具すら満足に無い時代でしたが、毎日野球に

明け暮れていましたこ愛宕中学校に入りましたが、私は

何となしに吉瞬舌動をやらずじまいでした。

当時の愛宕中学校|ま野球部が強く、郡大会で優勝した

ほどの実力で、当時の同勝ピッチャーのS君から、高校

に入学したら野球部に一緒に入部しないかと誘われたの

ですcS君は、小学校時代からの対戦相手でした。S君

は既に高校より入部の誘いがあつたようです。

残念ながらS君は入試に失敗し、私は入学出来ましたが

空虚感で嚇 限こは入らず、朝 限こ入つてしまいまし

た。1年生のある真夏の午後、練習が終わリボーとして

校門を出た時に突然 賄倍『か ?」 とK先輩に呼び止めら

れ、畔朝賠るです」と答えたら、「先輩に向つて敬礼しな

いとは何だ !」 と言われて2～ 3発殴られ、その時のI晦

しさは忘れる事が出来ませんも当時、野球部は県大会で

優勝し、ハンドボール部は先輩達が「ハバ」を利かして

いたので、2年生になつたらどちら力ヽ こ入部さえすれば

守って貰えるだろうと考えました。

ようやく2年生になり、同じクラスの野球部員にさそ

われたが、野球部は少し実力が落ち始めていたので止め

にし、全国大会に出られる可能性ヤシ ンヽドボール部の方

が高いと判断したのです。ハンドボールは県でも5～ 6

校しかなく、上手くいけば全国大会に出られるだろうと

考えた訳です。現在のハンドボールは室内競技になり、

ノい―ルも違うようですが、当時は屋外競技で11爛 でヽ

した。現在のサッカーを手でドリブルし、手で投げてゴ

ールする大変ハードな競技です。

入部した時のキャプテンは人木先輩 (現、東京同窓会

事務局長)で、同期生は8～ 9名おりました。′



彼等は1年生から先輩の世話や用具の整理、グランド整

備、先輩のユニフォームの洗濯等々と苦労して来たよう

です。私は2年で入部したものですからそんな苦労をせ

ず、とにかく早く皆に追いつき追い越そうと一生懸命に

練習をし、思い起こせば当時の私は本当に気力、体力と

も充実した日々 を過していました。

春の大会、夏のインターハイ予選を勝ち進みましたが、

2年生ではキーパーの佐々木、DFの鈴木が出場していま

した。県下では新潟高校、新潟南高校が強豪でしたが、

ついに県大会で優勝しインターハイ出場が決りまりまし

た。夏の合宿に入り、東京教育大学から先輩の捧さんが

指導に来られ、徹底的に基本を叩き込まれたのです。

1年生の時から苦労して来た同期生には申し訳なかった

が、私は幸いにもインターハイのメンバーに選ばれて、

大阪の藤井寺にレギュラーとして出場しました。捧先輩

のご指導とアレ イヾスには今でも感謝しております。

3年生になってからも順調に勝ち、インターハイの東

京駒沢大会に出場出来ました。しかし、世の中は広いも

のです。実力のある大勢の選手を目の当りにし、また二

度の経験から「井の中の蛙大海を知らず」の諺をしみじ

みと実感したのです。1年生の時の思し寸苗いた夢が2年、

3年次と二度も達成できて、幸せな高校生活でした。

卒業後は会社に入り、野球チームを作って地域の大会

などで野球人生を大いに楽しみました。何事にも前向き

な気持ちで積極的に取り組むことが人生では大事な事と

確信します。高校時代に学んだ基本に忠実、努力、気力、

判断力は仕事にも大いに役立ったと信じていま丸

名 前 と 読 み か た

新保 優 (高 10回)

私の父は白山の麓にある、十全村蛭野の生まれである。

私も小学校から高校までそこで育った。実家は農家であ

り、小作ではなかったが、苗字を許されるまでには至ら

なかつたようで、明治になつて戸籍法が実施された時に

開鴨誕」の姓になったと聞いている。新しく拓かれた田ん

ぼと言う意味だそうだ:これが選ばれたいきさつは知ら

ないが、この姓は蛭野に多い。先祖をたどると親族関係

にある家が多いので、その人達が同じ苗字を選んだので

あろう。

聰鴨蔵」の姓は横浜市南版の電話帳には44名 も登録され

ている。かなり知られている姓、例えば「新谷」でも登録

数は 11名 にすぎないから、珍しい苗字とは思えないが、
「しん1的 と正しく読んでくれる人は何故か少ない。恐ら

くは、同じ姓を持つ古今の有名人が少ない為なのであろ

うが、ニイホ、シンポ、ジンポなど実にいろいろな読み

方をされてきた

特に関西に住んでいた時は殆どの人が読めず、その上

に正しく教えても頑強にシンポと呼ぶ人が多かった。当

初は相当にいらいらさせられたが、しまいにはこちらが

諦めた。

また最近は少なくなったが、サービスの積りなのかも

知れないが、わざわざ「神保」と領収書などに書かれて、

後で迷惑したことが一度ならずあった。

このように、間違わずに呼ばれるのに努力を要する苗

字を持った為か、姓名の正しい読み方が気になつている。

特に最近よく耳にする、中国人の姓渚を日本読みにす

る習慣にはとても違和感を覚える。当人にも、国際的に

も通じない上に、なじみの薄い漢字をむりやり音読みに

して、どんな利点があるのであろう。日本にはカタカナ

表示と言う、素晴らしい表現法があるのだから、例えば

韓国人に対してのように (これも韓国からの抗議でやっ

と改めたのだが)、 せめて正式な発音に近い表記をするベ

きだと思う。

戦後しばらくしての頃、米国人旅行者が世界各地の地

名人名を、アメリカ流の発音で押し通して、ひんしゅく

を買つていると何かで聞いた。そう言えば高校の音楽の

教科書で、ベー トーベンをベーソーベン、ショパンをチ

ョピンなどと、わざわざカタカナ表記した、無神経と迎

合の恥ずかしい例を記憶している。

所で、以前同じ会社に勤めていた中国人の友人に、奇

妙な名で呼ばれる、このような日本の習'質が気にならな

いか聞いてみた。ところが私の意に反して、全く気にな

らないという。極東のイヽさな島国で、コチョコチョやり

たいなら好きにして構わないと言う、いわゆる中華思想

に根ざしているようである。反発を感じる人もあるだろ

うが、流石は大人の国の人だと、私は感心させられた。

領 土 を 守 る 気 概 が 大 切

日本の古来の領土である竹島を韓国が不法占拠してい

るのは周知の事実。国交上の大問題だが、これは当時の

韓国初代大統領 0李承晩が昭和 27年、勝手に海の上に

線を引いて自国の領域にしてしまったものである。

日本の歴代内閣・政府は今まで一体なにをしていたの

かと問いたし、 「理解を求める」と言っているだけでは

駄目だ:後世の為に頑張つてほしい。北方領土・南方諸

島、みな同様である。

おかしな事は日本のマスコミが竹島を報道する際に、

竹島と書いて括弧して (韓国名・独島)と わざわざ注釈

を付けていることである。以前にも北朝鮮と書いて朝鮮

ノ、民民主共和国と括弧していたが、国民の社畔Jを浴びて

止めてしまったが今度はどうするのだ?一刻も早く改め

てもらいたいものである。

この李承晩なる男は戦後、戦勝国と称して東京裁判判

事団に参加を申し込んだところ、さすがにマッカーサー

によって十巨否されたと聞いている。

なにがヨン様だ ! 彼だつて竹島は自国の領土だと言

つているではない力ゝ 《白)



お 便 り の 中 か ら 順不同 0敬称略

東京新潟県人会広報委員 市川 昭二

「跡清目が丘は緑なり」新春号が雪の朝、届きました。

厚く御礼申し上げます。佐伯会長の言われるように会報

の類は面白くなければ読んでもらえませんЭ貴誌は、
「ちょっといい話」を随所に載せ、楽しく読めるように

大変努力しておられます。新潟県人会報も見習って編集

したいものですЭよろしくご指導のほどを。

伊藤勇五さんの「いや―な感じがするニュース」全く

同感です。過不足なく的確に纏められていて胸のすく思

いがしました。

匿 名

会報第38号の『青春の想い出』の記、楽しく読ませ

ていただきました

特に二人の女性会員の投稿は大胆で簡潔な文章で、人

一倍多感・感激屋の私の胸が思わずキュンと締め付けら

れました。そして高3の孫と小 5の孫娘の姿が何時の間

にか私の往時の姿に重なってきて独り感壊に浸っており

ます。人は、こういう思い出をたくさん持っているもの

なのですね。ありがとうございました。

美しい文章でした。また、いい企画でした。これからも

楽しみにしていま丸

音レ■音から

旧制中学27回生の同期会記事を読みましたが、なか

なかこ―モラスな記事でした。中でも横田めぐみさんの

拉致された場所が写真入りで説明されていたのに|ま感動

致しました。今まで遠くに感じられていたものが身近に

思えるようになつたのです。また、鮭料理の献立表には

驚きました。私もり職 してみたいと′思つておりますが、

さてどうなることやら。大変ためになりましたこ

有難うございました。

ち ょ つ と 多騒な 言舌

郵政民営化を巡って政府与党・野党間で侃侃謂謂の論

議が行われている。異口同音に政局にはしないと言つて

いるが『政局』とはいつたい何だ?衆院の解散総選挙の

ことを指しているのだが、誰も解散とは言わない。解散

によって職を失うことを恐れているからである。

それに会期延長だって。我々には内容のさっぱり分か

らぬ問題に無駄な時間と金を費やしているように思え

る。審議すべきもつと大事なことがある筈。国防と外交

几

最近の政治家はずるくなった       《白)

菩 薩 無 情

鶴巻 浩 (高 10回)

かねてからの山行計画の実行日は、良く晴れた 9月 の

初旬であった。学友の宮沢氏のリムジンで学友星氏宅ヘ

むかう。彼の娘さん (小学生)をメンバーに加えて中央

ハイウエーを一路、勝沼インターヘと向う。高速を降り

やがて塩山市街地をとうり抜け、凪 塩山駅の踏切を渡る。
コンビニと酒屋で食糧を調達する。 青梅街道を小一

時間ひた走ると大菩薩峠入口にとりつく。

青梅街道と別れ、右の林道へと入る。カーブが続くが

途中で娘さんが車酔となり、一時休憩を余儀なくされる。

夕方 5時すぎの山道はすでに暗く、菩薩の峠らしき山容

も見え隠れしながら上日川峠へでる。

泊り客のRV車が数台停つている長兵衛′
J、屋を過ぎ、暗

さがどんどんと増幅してゆく中を暫く走る。

頃合いの野営サイ トを見つけたので早速テントの設営に

取りかかる。

星氏用意の野菜と肉で牛鍋と酒落込む3酒を酌み交し

山談義に花を咲かせ、天を仰げ咸商天の星はまるで丸い

ドームのプラネタリュームの如くである.これで明日の

晴天は約束済みだ. 9時頃外気が冷えてきたのでテント

に入り、残り酒を平らげてシュラフにもぐり込む。

夜半に豪雨が突然テントを太鼓の如く激しく打ち鳴ら

し,全員ビックリして起き上がる。時計は午前 1時を指し

ていたこ山の天気はこんなものとタカをくくっていたが、

朝まで雨がうるさく不眠状熊

5時頃、車のラジオで台風が予想をはる力ヽ こ越えた速

さで来襲し、本日は一日中荒天と知る。登山中止と一決

しテント内で朝食の準備に取りかかる。

テント撤収後、林道が雨のために閉鎖されることを危

惧して早々の下山となり、青梅街道を多摩湖経由で帰京

した。

・・・ ああ、菩薩無情 ・・ 0

余 計 な お 世 話 ?

最近、茶髪があまり目立たなくなったc

流行に飽きたのか元の黒髪に戻りつつあるの|ま良い傾向

であろう。ところが近頃は若い女性の、しかも幼い子供

連れの奥さん達も、細いズボンに入りきれない西瓜の二

つ割を無理に押し込んだような、胸|ま これ見よがしにメ
ロンパス 背中もへそも丸出しルックで闊歩しているの

が見受けられる。スタイルの誇示か、それともテレビの

お笑い番組の見過ぎた 栄養がよいの力明影孝が多いのか、
つい先日もあまりに見事なヒップに見とれながら歩いて

いたら、曲がるべき街角を通り越してしまった。

男どもの目を楽しませて呉れるのは結構有難いが、痴

漢に遭わなければ良いがと心配する。余計なお世話かも

知れないが、周囲にはご注意を、自分自身をご大切にと

願う。やがて夏が来る。ご無ネLを申しました。 《白)

Iθ



歩 く こ と は 生 き て い る こ と

雲村俊瞳 (高 5回 )

● いつでもワクワクした気分

私が東京の中に埋もれていく『江戸』を真剣に探しは

じめたのは、平成元年一月からである。だから、とても

数えやすしゝ 今年で十七年目を迎えたことになる。

最初は『江戸を歩く会』に入会した。机の上で学ぶ歴

史は不得手だつたが、生きている史跡を足で探しまくる

のはワクワクした。七十歳になつた今も、出力ヽする日の

前夜は修学旅行に出発するようなときめきを覚える。

十年目で思いがけなく『江戸を歩く会』の会長に推さ

れたc以来、案内人について歩くだけというわけにはい

かなくなつた。自分が案内役をやったり、史跡の前に立

つて講師役を務めたりしなくてはならないからた

これは困つた。会員には時代物作家から大学教授まで

厳めしい顔ぶれがずらりと並んでいる。「頑張り甲斐があ

りすぎるぜ」。愚痴ってはみたが、私の取得といえば、負

けず嫌いの`陛閣比欄こなにもないのた

● 六十路を超えての新出発

当時は六十三歳。歳には不足はないが、頭の中は空っ

ぽaま ず本を読みだした。それから七年c今では私の

書斎は江戸の書籍とガイ ドブックで足の踏み場もない。

いつも本の中に首を突っ込んだ状態で生きている。

私が会長を引き受けてから、歩く回数を増やしたため、

今年の人月で歩きだして百回目の記念祭を迎えることに

なった。このお祭りは村松高校で三年下級生だった小出

博三画伯に紹介を受けて、東京・有楽町会館シルバーサ

ロンで一週間に亘つて開催することを決めた

簡単に百回というが、一回で人キロメー トル、通算し

て人百キロメー トルも歩いたことになる。東京から岡山

に達する距離を超える。しかし、これは公式的な徒歩回

数g私はそれ以外にコースを考え、懇親会場を決めたり

するので、同じ一帯を三度は歩き回る。さら取材でも歩

くので、東京二岡山間を二往復もしているだろうた

大学なんか四年間しか通わなしゝ 一体、何を学ぶの力ゝ

それに比べたら、私の七年間はぱちぱちと燃えている。

● 松五会も「歩こうかい」

そんな折に、また素敵な話が湧き上がったc村松高校

の第五回卒業生 (松五会)の人たちが「飲んだり食った

りするだけでなく、私たちも歩いてみようか」と言つて

くれたのである。

やつと私の出番到来いうわけだし名幹事・金子鶴男さ

んの記録によると、もうこの集いも五回目になるそうだ。

☆ 第一回は『両国の吉良邸跡と回向院をめぐる小さな

旅』。宴会は人気力士だった寺尾関の営む『チャンコ

判雹』で盛り上がる。

☆ 第二回は『春日局の麟祥院と本郷・湯島への割 。宴

会は故今本十醸 画伯が愛し

た 隣輌 屋 け覗 灯』で。

☆ 第二回は『築地から佃島へ、

鬼平の足跡を追って』。宴会

は月島仲通りで一番うまい

『もんじゃ月島』で。

☆ 第四回は『究極の粋な街・

神楽坂のかくれんぼ横丁倒 。

宴会は文人墨客が構想に耽る

R酉処・青劃 Q
☆ 第五回は『桜花爛漫、江戸城毛鳥ケ淵の千本桜に見

惚れて』。宴会は松五会・熊倉芳夫さん推薦のおしゃ

れな『シーボニアメンズクラブ』で華や力ヽ鞭 る。

この松五会の集いも、励まし合い、助け合いながら、

延々とつづいていくにちがいない。

第5回・江戸城大手門を歩く

● 好きだから歩く、そして書く

私は歩くことで健康を維持しようなんて、まるで考え

ない。歴史に強いと言われても「先生」なんて呼ばれた

くはない。ただ好きだから歩く。頭より足で考える。歩

く夢遊病者という表現が一番当たっているようa
そんな私に『江戸ガイ ド』の注文がくる。有り難いこ

とである。今年の秋には『歴史上の人物と歩く・花の大

江戸道案内』(PHP研究所)と いう三作目の読み物ふう

ガイドブックを干J行していただくことになつた。

松五会の仲間たちが、そして村松高校の関東圏に在住

する全同窓生が、この一冊を手にして東京の中の『江戸』

を探し歩いてくれたなら、と願いながら、私は毎日ゆつ

くり筆を進めている。

第1回・吉良氏贖こ桜が満開

松五会・幹事の皆さん



運 も そ ろ そ ろ

ノuヽ 又―郎 (7回)

もう10年くらい前の6月 頃でしたか、飲んで帰つたら

夜中3時ころ叶而_したので御茶ノ水にあるS病院で診て

貰ったところ胃潰瘍と云われ 1週間ほど入院したことが

ありました。この潰瘍は38年前からのものでしたが、そ

の時内視鏡で診てくれた先生に高血圧症もあるので主治

医になって頂きました。その後月に一回ほど通つていま

したが、「内視鏡の科長」と云う立場の所為か何ヶ月力ヽ こ

一度、私の胃袋を見たがるんです。そこで 6年前の 5月

に内視鏡で診て貰いました。私はモニターを見るのが好

きで今回も覗いていると「あれ変なのがある」と先生が

呟き、前回の潰瘍痕のそばにある数ミリの異様な物を掻

きとったのです。後日、病院に行ったら「腫瘍です_ヒ

云われ 明場 って癌でしょう」と云うと「そうです_~ど

うしたらいいんです力可「切ります。胃は5層からなつて

いて 1層 目の粘膜癌ですから他に転移する′亡酒出まありま

せれ しかし、場所が上の所ですから胃を全部とります。

胃の下の膨らんでいるところは発見し難く手遅れになる

ことが多いんです」とハ 6月 18日 に胃部全摘出する。

これは物凄いハンデになりますが、お陰様で今も毎日の

ように呑んだくれて生きていますも内視鏡科長に主治医

になって頂いたことで早く見付かり運がよかつたこと、

胃の手術をしてくれた外科の先生には私の外科の主治医

になって頂き、こうしたいい先生に巡りあつたことが私

にとって幸運そのもので、有り難く思つています。

さて、プロローグが長くなつてしまいましたが、昨年

の 1月 21日 夜 11時 50分ころ急に腹が痛くなり悶えて

いました。腹痛くらいで救急車なんて申し訳ないと思っ

たのですが、家内に救急車を呼んで貰い世田谷の北′烏山

から御茶ノ水の S病院まで運んで貰うことになりましが、

その時には痛さで気は朦朧としていました。病院に着い

たことは分りましたが、痛さのためすぐ失神状態になっ

てしまいました。後は何も分らなくなり家内の話によれ

ば、翌日病院に行くと先生が「当病院では、医師も施設

も手当てすることが出来ませんbこのままでは死を待つ

だけです。残るのは高度救命救急センターに頼むしかあ

りません」そう言ってくれたのが、その晩の当直医であ

つた私の主治医内視鏡科長でした。これも運かもしれま

せんねD運ばれた病院も救急病院ですが、もしも普通の

救急病院に運ばれて治療していたら恐らく死んでいただ

ろうなと思っています。高度救命救急センターは都内に

23箇所ほどあると聞いていますが、そこで紹介され運ば

れたところが文京区千駄木にある日医大高度救命救急セ

ンターでした。

そこでは 1人の急患に8人の各科専門のスタッフがチ

ームを組んで治療に当っていたそうですも家内が入院手

続きをして病室に入つたとたんチーフの先生が「重症と

認定します」と云われたそうですЭ病名は「重症急辟

炎」とのことです。そして多臓器機能障害を併発して 18

日間意識不明で、体中点滴のクダだらけだったそうです。

でも、面白いことに夢を見ておりました。ストーリーの

ある夢を幾つも見ているのです。今でも覚えています.

結局55日 間の川院でしたが、目を覚ましてから20日 間

は声も出ませんでした、夢の中にいる状態でした。高度

救命救急センターに入った人で退院出来るのは10%以下

とのことで十:息子に聞くと、救急車が来たと思うと間

もなく親族が呼|力 l、 やがて、病室から出て行くのが殆

どだつたと云つていましたこ よく生きて退院出来たもの

と思つています_

つまらな1ヽ話が長 (な ってしまいました。初めて知っ

たことをおtらせします]病 ]′竃で
~重

症」と認定される

と、都と協定してtヽ る毒■で_F)治着書|ま、殆どを東京都

が払つてくれるということでしたこ退院した後も6ヶ月

くらいは同名病の場合は無料の医療券を貰tヽ ましたこ

この会報誌が届く頃には私の運はどうなつているだろ

うか……などと考えつつ筆をおきま丸

パ ソ こコン/1こり圏哉づ
~る

ワープロを弄り始めたのが65歳の時であるから、か

れこれ 15年位が経つ。初めの機械が何年か経て毀れた

ので困つた 0困つたと言っていたら知人が不用になつた

からと言つて譲ってくれたc

働き過ぎか、その二代目も動かなくなつた。新品でも

中古品でもとあちらこちらと探したが新品|ま もう作って

いないし、中古品は在っても品]質 |ま県三しなtヽ と言うこ

なんで保証しない品物を売るのだと怒つてミても★台まら

ない。娘が折角パソコンがあるのだ■ら、それを覚えた

ら、と言つてくれたが中々難し1ヽ■ιと言つて手を出さ

なかった。 2年ほど前に娘婿が■つてきたものだが埃を

被ったままである。 しかし不」電でな ,し なtヽ 3

なんとかやつてみようと決′とヽし、始めてから約 lヶ月

テキストを読み、電話で教えを乞いながらの悪戦苦闘の

連続であったが、遂に出来た: 300字を打つのに、な

んと3時間かかつたこ印昂:、 保存までを終えた時は′思わ

ずヤッターと叫んでしまったこ ところが、ところがであ

る。翌日になると、や |'方をすつかり忘れてしまつた

また女台めからのやり直しでちる.

然し、今度は前の時間の半分で済ん几

機械は正直だ:ち ょっとおかしな所を押すと国曲が一変

してしまう。元へ戻すのに一苦労する。それでも労は報

われた。段々面白くなつてきた。いろんな機能があるら

しいから順々に挑戦してみようと思っている。

正に八十の手習いである。        《白)
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ここから1日東海道を3分程歩くと、和銅二(7∽尚玲J建
東 海 ―L―福 ネ申巡 り

間藤 謙一 (高 9回)

在京 9年の最後、時期はずれの 6月 に東海七福神巡り

をした。通勤定期もありJR品川駅で下車、第一京浜国

道(国道 150を南下すること約 20分、京急「新馬場駅」

迄たどり着き、交差′点を渡るとここが「品り1眸軒詢 であ

る。文治 3年、源頼朝が海上交通の神「天比理乃畔 命 」

を安房から勧請して建てた。

国道脇に大黒天の石像があり、

その脇に「東海七福神」の案内と

所要時間を記した案内板がある。

53段の石段を登ると社殿があり、

この日は、めでたく一組の結婚式

の真最中であった。尚、社殿の裏

手には板垣退助の墓がある。

国道をまたいで5分程歩くと正安元年の創建と伝えら

れる天台宗明鏡山善光院養願寺(布袋尊)がある.御本尊

は虚空蔵菩薩で 「品川の虚空蔵さま」で知られている。

一分ほど歩くと、江戸時代末期安政二年に創建された

一′い寺(寿老人)がある。

の元品川総鎮守、荏原神社

(恵比寿)がある。門前には

商売繁盛の神である恵比寿神の

石像が鎮座している。又社殿の

脇には立派な舞殿もある。

旧東海道の商店街 (品川宿場

通り)を 10分程歩くと承応元

(1652)年 中興で真言宗海照山

普門院品川寺(毘沙門天)がある。

明暦三(1657)年 に鋳造された

寺宝大梵鐘があり「鐘の寺」

と呼ばれている。又宝永五

(1708)年 に造立された銅造

地蔵菩薩坐像がある。江戸六

地蔵の一つで一番大きく高さが

275cmも あり、かつては鍍金が

施されていたと言う。

品川宿場通りを更に 30分程商店街の終わりまで歩き

弁天橋を渡ると、天祖諏訪神社(福禄寿)がある。建久年

間の記録から 1100～ 1190年遡り、寛永人(1631)年以前

の創建と思われている。

ここから磐井神社への中間地点に、丸橋忠弥、天一坊、

自井権人、人百屋お七等が処刑された「鈴ケ森刑場跡」

がある。

ここで国道沿いに京急 「大森海岸駅」を過ぎると間も

なく右側に磐井神社(弁財天)がある。起源は敏達天皇の

二年人月といわれ、1400年余りの歴史を誇っている。

七福ネ申とは

恵比寿・・清廉をあらわし商売繁盛福徳の神

毘沙門天・開運厄除け財宝をもたらす栄光の神

大黒天・・福徳円満財宝をもたらす大願成就の神

弁財天・・愛情と知恵を授け富貴開運をもたらす神

福禄寿・・財運と人望と出世をもたらす神

寿老人・・延命長寿と福徳をもたらす神

布袋尊・・寛容で福寿財宝をもたらす神

と言われている。

本来、正月に七福神巡りをすべきで、色々と催しもの

があるとのことである。「参拝御朱印色紙」や「七福神宝

船」力`あるそうだ:二時間程の徒歩で巡る事が出来る。

東海七福神巡りのついでに、三代将軍家光が沢庵和尚

を江戸へ招き寛永 15(16381年に建立した東海寺、鈴ケ森

刑場で処刑された丸橋忠弥の首塚が残されている妙蓮寺、

お富、与二郎の墓がある天妙国寺、又しながわ水族館等

にも足をのばしてみたら如何でしょう力Ъ

荏原神社・恵比寿神

品川神牡・大黒天

品川寺・地蔵書薩坐像

天台宗明鏡山善光院養願寺・品川の虚空蔵菩薩

一 心 寺
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言卜  幸艮

笠原 久 さん  (高 12回 )

平成 17年 1月 27日 にご逝去されました。

笠原氏は広報委員会に所属され、会報の発行に多大な御

尽力を頂きました。

ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

笠 原 君 引 卓 む

大橋 貞夫 (高 10)

正月気分も抜けて新年度の活動も軌道に乗り始めた頃、

突然の言障艮が入つた。笠原君が肺癌のため急逝されたと

云う。 2年後輩だった彼は編集能力も抜群であり、次期

広報委員長として密力ヽ こ期待しておりました。

まことに無念な想いが強まるばかりです。もつともつと

長生きしてもらいたかつた。

彼は全国の方言を長年研究しており、平成 13年に思

い出の方言集「あつたらもんだ」を発行しておりま丸

ここ2～ 3年は改訂版の発行に向け心血を注いでおり、

平成 17年 1月 、待望の改訂版発行に漕ぎ付けたので丸

ただ、出来上がったばかりの改訂版を手にしたのは入

院先のベッドの上でした。しみじみ眺めていた時間が僅

か2～ 30分で他界されたそうですЭ

中学時代 君は戸倉から峠を

超えて 雨にも負けず風にも

負けず毎日通つてきた

いつも、ニコニコ笑顔で ロロ・

松校の通学も同じ笑顔で・ ロロ

君ほどやさしい人を

私は知らない

合掌

言卜 幸反

緒形 美恵子 さん (高 8回 )

平成16年 11月 16日 にご逝去されました。

ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げますЭ

亡 き 友 、 緒 形 美 恵 子 さ ん ヘ

木村 孝子 (高 8)

「お早よう!昨夜メール送ったの見た ?」

私がパソコンのイロハも解らなかった数年前、毎日モー

ニングコールをくれた美恵子さん。
「あ～また返f言 しなくて|ま ……」と嬉しくもあり、反面、

少々プレッシャーでもあ |)ま した。たっぶりおしゃべり

したので、今 日はこのままバイバイかな ?と思いきや、

決つて最後は「じゃ一オよ、メール待ってるから一丁J

もうノくソコンと向き合って悪戦苦闘、∠、死でした。

お陰で、なんとカソくソコンと仲良くなれました。

ケイタイのメールもやつばり先生|ま貴女でした。本当

に感謝しております。「ね―美恵子さん3-生懸命、勉強

すれ ゴ、天国の貴女と交信出来るようになるかしら?」

そしたら、私、うんと頑張ります。

小 出 博 三 氏 個 展

2月 27日 (日 )～ 3月 5日 (土)の間、ノJヽ出博三氏

(高 8)の個展が有楽町の東京交通会館 Blで開催され

た。3月 5日 、上野の新潟県人会館において第一回目の編

集会議があり、終了後、幹事諸氏と氏の個展に訪れた。

いつ拝観しても、故郷を想い出させられる様な'隈かしい

感既を抱き、ほのぼのとした気分に浸れる。

今回、私の眼を一際惹き付けたのが秋の養老渓谷を描か

れた絵である。昔、一度訪れたことがあり、あの時の風

景がまざまざと想い出された。

これからも氏のご活躍をお祈りしたしゝ   大橋 記

左から金子、八木、深見の各幹事と小出氏

遺作となつた方言集「あつたらもんだ」右が改訂版
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加 藤 系 一 氏 水 彩 画 展

ここ数年、会幸闘こ執筆して下さつている加藤系一さん

が水彩画の個展を開くと聞いて新潟まで観に行く。
「古稀を迎える年になつたし、個展をやってみようかな」

と、ちょつと恥ずかしそうに云つたのは昨年のこと。

彼はピュアな人と云うのがぴったりだと常々′思ってい

たが、美術教師の彼が、全く異なる画風の水彩画家と出

逢い、改めて弟子入りしたと聞いた時には驚いた。

人は年を経ると、新たに一から教わるなんてとても難し

い事なのに、何て素直な人なんだろうつて思つた、と彼

に云うと
~あ

ゆゝう描き方は知らなかつた、と云うか、

やった事がなかつたから」と笑って云つた。凄い人だな

と′思つた

会場に入つて又驚いた。全体に漂う優しく,爽やかな

雰囲気。こんなに透明感のある、少しの濁りも無い色彩

を出せるのか、と不思議な程だつた。
「色がとっても絢議れ 絵の具は何を使つているの?

フランス製とか ?」 と思わず訊ねると「ホ泣ベイン」と

事もなげに答えた。ホノレベインは水との配合が難しいと

記憶していたので只 感々服するの現

会場は千客万来で賑わい、卓上には美しい花々。

彼の描いた民家からは、今にも住人が現れて来そうだし、

サクランボは本当に瑞々しく、つい摘んで食べたくなっ

てしまう。次の部屋へ入ると、可愛いピエロ人形の絵が

静力ヽ こ迎えてくれた。

蛛

‐
‐                                                                                                                                ‐

|‐

加藤 系一氏 (高 7)・ 個展会場にて

一 却 について
一

表紙の写真は残雪の残る霊峰・白山を4月 、間藤謙■

氏 (高 9)に村松町の外れから撮影して頂いた。

平成17年 6月 第39号

表紙の題略・題字は佐伯益一氏 (旧 中27)書
発行人 新潟県立村松高等学校東京同窓会

広報委員会

事務局   〒157-0061世田谷区北烏山3司 8-20

ノuヽ 又一郎 方

丁el Jax  03-3307-1048

第 二 回 ゴ ル フ 親 睦 会 開 催

平成 17年 4月 14日 (木)入間カントリー倶楽部にて

松高東京同窓会の第二回ゴルフコンペが開催された

当日は朝から晴天に恵まれ、絶好のゴルフ日和である。

間藤氏が村松から参加され、遠距離にも拘らず一番乗り

であつたと聞く。スター ト前の打合せで「本日は晴天な

れば天気の所為に出来ないのだから頑張りましょう」と

釘をさされ、9時 31分に一組目がスター トして行つた。

皆さんご高齢にも拘らず元気一杯にプレーされ、楽し

そうなご様子でした。今回も亀山氏に便宜を図つて頂き

深く感謝すると共に、幹事の吉井氏には何かとお世話に

なり心からおネL申 し上げますЭ

成 績 綱嫡 略 )

酷 ・片柳ムツ、鋼国券・間藤謙■、3位・御 |1 隆

豹 囀   (m)
1組 亀山知明 (高 3)、 山崎輝雄 (高 8)、

2組 御 |1 隆 (高 5)、 石川 滋 (高 5)、

大橋貞夫 (高 10)

3組 片柳ムツ (高 8)、 岡部ユキ (高 8)、 鈴木輝雄 (高 8)

編 集 後 記

東京同窓会も最近は高齢化が進んでいる。会員の中には六十を

過ぎたからそろそろ顔を出してみよう力＼等と考えている人も多

かろうと′思う。年齢に関わり無く健康で元気に活動している人々

は多いし、楽しく生活する心構えは大事な事である。それによつ

て気力も行動力も自然に湧いてくるのではと思う。同窓会活動も

如何に楽しく行うかが問題で、十人十色の人々が集まれば意見の

合わない事は多々ある。晴 は刃である」ことを忘れず、大人の

知恵を出し合って、この会を発展させたいものである。

会長が八十の手習いとかでパソコンに挑戦しておられるが、そ

の姿勢と努力は側 聞こ値する。

会員諸氏が新しい事に挑戦されて、いつまでも若さを保つて頂

きたく願い、J剛勝を祈るものである。

広報委員会 大橋 記

原稿を募集 しています。

送付先
〒1580094 世田谷区JII牛208  大橋貞夫

Tel`しFax 03-3709-1570

赫帳
(高 8)

(高 9)

スター ト前、満開の桜を背に
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歌校

旧・ 県立村松 中学校 旧・村松高等女学校 新 校 歌

塵の巷を遠 ざけて

雲 たち迷 う白山の

麓 に立 て る松の群

見 よ凌胃の気 を含む

落葉を くぐる流れに

岩石砕 く力あ り

清 きは水の姿 にて

強 きは誰か心 ぞや

それ英雄 も人傑 も

人の子吾等が た ぐいな

鳴呼松城の健男児

勇みて立つべ し諸共 に

愛宕の山のむ ら松の

常緑色の常磐 なる

操 を胸 に 日の本の

をみなの徳を磨かばや

心 は身 は も真夏 なほ

日に輝 ける白山の

雲 に もまさる清 さもて

正 しき道 を進 まばや

其の名 も高 きこの里の

桜の花 の うらうらと

のぼる朝 日に匂 うごと

気高 き姿保たばや

応 援 歌

臥龍原頭幾星霜

切磋琢磨の功 を経 て

はなくれないの香 に匂 う

誉れは高 き松城の

健児が胸 に血やおどる

我等がえ らぶ ます らおの

誉れは海の湧 くが ごと

望みは雲 のゆ くが ごと

月の桂 をなゆず りそ

栄えある名をぞとこ しえ

に

相馬御風 作詞

中山晋平 作 曲

普 く照 らす天つ 日の

光を浴 びて年 々に

伸 びて しや まぬ若松の

ときわの志操 いや堅 き

学徒われ らの在 るとこ

明朗の和気 みな ぎれ り

見 よ質実に清純 に

進取の生気湧 き溢 れ

文化の花の咲 くとこ

希望 は常 に輝 ける

道 に我 らを進 ま しむ

努めなんいざ もろ と

ろ

に

応 援 歌 応 援 歌

緑濃 き臥龍が丘 に

轟 くは我等が歓呼

若人の高なる血潮

たたえつつ春の 日め ぐる

いざ叫べ若人の誇 り

わななける力の腕

見 よや君歓喜の胸 に

輝 くは永久の勝 利

松城健児六百が

祖国のために岡1健 の

大図を ここに定 めん と

送 りいだせ し我が勇士

覇権 をゆず る事 なかれ

我等六百 ここにあ り

今壮快の晴 れい くさ

見 よ雄叫びの只中 に

我等が望み―筋 に

肩にぞかか る勇戦士

覇権をゆず ることなかれ

我等六百 ここにあ り
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